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研究成果の概要（和文）：長久保赤水のご子孫宅から，新たな資料を約279点見出すことができた。科研メンバ
ーならびに高萩市役所，長久保赤水顕彰会のご協力により，これらの資料整理と目録作成を完成させた。とりわ
け，漢籍には赤水自筆の書き込みがあり，これらの解読を行った。また，赤水は同じ刊記の地図でも，何度も修
正を施していたことが明らかになった。さらに赤水が地図作製に参考とした漢籍や地図の特定が進み，これらの
資料と赤水作製地図における細部の異同を一部分析することができた。これらの新たな資料をさらに分析するこ
とによって，長久保赤水の地図作製過程を明確にしていくことができる。

研究成果の概要（英文）：Roughly sketched maps and Chinese books, in total 279, were found from 
Sekisui NAGAKUBO’s descendant house. These maps and books were packaged on neutralized paper 
envelopes to preserve by KAKENHI members and a Takahagi City employee. And those were listed by a 
citizen. Sekisui’s memoranda in red ink on Chinese books were read. It became clear that Sekisui 
modified information on his map several times. Furthermore, Refereed maps and books were identified,
 though a part of it. We need time to make clear Sekisui NAGAKUBO’s map making process using those 
maps and books that were found in this research.

研究分野： 歴史地理学

キーワード： 長久保赤水　改正日本輿地路程全図　古川古松軒　木村蒹葭堂　漢籍　大清廣輿図　地球萬国山海輿地
全図説
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 地図製作者長久保赤水を最初に評価
したのは作家住井すゑ（1978 復刻）と
され，第二次世界大戦中に日本地理学の
先駆者として紹介されたが，実際は前田
香径の著であった（前田均，2001）。1934
年には杉田雨人『長久保赤水』が刊行さ
れた。その後，昭和 30 年代後半の地図
史研究の進展の中で，赤水は再び注目さ
れていく。たとえば，地図史研究の第一
人者である海野一隆は 1962 年に赤水の
中国図，1968 年には日本図に関する論
考を著わした。さらに秋岡武次郎，石田
竜次郎，中村拓，室賀信夫といった当時
著名な地理学者らも，赤水が作製・刊行
した地図は江戸時代中期から幕末まで
刊行され，最も普及した地図として長久
保赤水を高く評価（雑誌「地理」13 巻，
1968 に連載）し，「改正日本輿地路程全
図」は「赤水図」と称されている。その
後も赤水図は，『日本古地図大成』など
に収録され，神戸市立博物館や国立歴史
民俗博物館所蔵の秋岡コレクション所
蔵の古地図の展示や紹介，さらに全国各
地の博物館で展示されており，石川流宣
の「流宣図」とともに広く知られるよう
になった。近年では，明治大学図書館所
蔵蘆田文庫所収の赤水の世界図（平野満，
2000）に関する論考も発表された。 
 こうした動きの中で，馬場章（2001）
は５版刊行された「改正日本輿地路程全
図」のうち2版まで赤水が関わったこと，
各版の地名などを詳細に比較し，さらに
は当時に西欧における赤水図の評価を
明らかにする画期的な論考を著わした。
続いて上杉和央（2010）は，豊田智美と
ともに高萩市指定文化財となった長久
保赤水資料（長久保赤水顕彰会収集なら
びに子孫宅で確認された 370 点の史料
群）の中から，「改正日本輿地路程全図」
の原図と考えられている 1768 年「改製
扶桑分里図」，「橘守国図」などの原本調
査を実施し，書簡などから赤水の日本図
作製過程に関する基礎的調査を行った。 
 このような「赤水図」に関する研究の
一方で，長久保家の親族である長久保光
明（1970，1984，『地図史通論 1992，
暁印書館』），長久保片雲編著『地政学者 
長久保赤水伝』（1978，暁印書館），長久
保片雲『長久保赤水の交遊』（2011，
PoemiX）が，赤水の生涯と交遊，なら
びに地図について史料をもとに詳細に
紹介している。さらに，茨城県の先人と
して広く副読本などでも紹介されるよ
うになった。この背景には，茨城県高萩
市において高萩郷土史研究会，長久保赤
水顕彰会が組織され，横山功らによる長
久保赤水書簡集（2004，2012，2014，
2016）の刊行，佐川春久らによる活発な
普及活動が展開されており，また自治体

の支援の成果ともいえる。 
 代表者の小野寺は 2000 年頃から長久
保赤水の刊行図のもとになったと考え
られる手書き図に着目してきたが，手書
き図と刊行図との関係を明確にする資
料が見出せないまま，成果をまとめるこ
とができなかった。ところが，2012 年，
長久保赤水顕彰会が古書店から購入し
た史料群（赤水新出史料群，196 点）が，
この問題を解決するのにきわめて有益
であることがわかった。高萩市で閲覧し
た結果，この史料群は，おそらくこれま
で資料の所在が不明であった長久保家
の分家で，小野矢指村庄屋を勤めた家に
所蔵されていたものと推測し，また，あ
る古文書収集家の史料のなかに小野矢
指村庄屋を勤めた長久保家分家の史料
があることも確認できた。 
 以上の経緯で，これまで多くの地図史
研究者が十分に解明することができな
かった長久保赤水の地図作製のプロセ
スを明らかにすることが可能な状況に
なった。 
 

２．研究の目的 
   長久保赤水（1717－1801）は，「改正 

日本輿地路程全図」，「唐土歴代州郡沿革
地図」，「大清廣輿図」，「地球万国山海輿
地全図説」などを作成・刊行し，国内は
もとより，シーボルトなどを通して海外
でも知られた江戸時代中期を代表する
地図製作者である。現在の茨城県高萩市
赤浜に生まれ，農業の傍ら名越南渓（後
に水戸彰考館総裁）らに師事，儒学や天
文学を修めて郷士に取り立てられると
藩主徳川治保の侍講，さらに，「大日本
史 地理志」編纂にも従事した。1767
年，漂流民引取りの任で長崎に赴いた
「長崎行役日記」など，紀行文の著者と
しても知られる。なかでも，「改正日本
輿地路程全図」は幕末まで 5 版も重ね，
当時もっとも普及した日本図である。た
だし，長久保赤水は伊能忠敬のように測
量による地図製作者ではなく，多くの文
献・史資料をもとに日本図，世界図，中
国図を作製したと考えられているが，そ
の作製プロセスは十分に解明されては
いない。そこで本研究は，長久保赤水が
いかなる文献・史資料をもとに，どのよ
うな人々と交流し，どのようにマクロス
ケールの地図を作製したのか，地図作製
のプロセス，すなわち長久保赤水の地図
学の全貌を明らかにすることを目的と
する。 
 

３．研究の方法 
（1）赤水図の典拠となった文献・史資料の

分析 
   長久保赤水に関する史料は，本家・分     
  家（小野矢指の分家を除く）所蔵史料と



長久保赤水顕彰会所蔵史料である高萩
市指定文化財 370 点，並びに分家の小野
矢指村庄屋旧蔵と思われる赤水新出史
料群（196 点）である。本研究は，高萩
市指定文化財 370 点と赤水新出史料群
196 点，計 566 点の史資料の解読を中心
とする。 

（2）長久保赤水の地図製作に関する交流関
係の解明 

   上杉和央，長久保片雲によって指摘さ
れているように，長久保赤水は多くの知
識人と交流しており，とくに赤水の地図
作製に影響を与えた高山彦九郎，古川古
松軒，木村蒹葭堂，森幸安（上杉調査済），
オランダ通詩高尾嘉左衛門・神代有隣な
どとの地図製作上の交遊関係を明らか
にする必要がある。このため，「高山彦
九郎交遊録」などを所蔵する群馬県の太
田市立高山彦九郎記念館で資料収集，ま
た漂流者引取りで赴いた長崎県立図書
館で資料収集を行う。さらに，国立公文
書館所蔵の木村蒹葭堂の資料収集，岡山
県立博物館所蔵の古川古松軒の資料収
集を行う。 

 
４．研究成果 
   初年度は、566 点の史料の解読を行う

とともに、ご子孫宅の蔵などを整理させ
ていただき、新たに近世の風土記や漢籍、
さらに近世文書を見出すことができた。
この結果、2016 年度末には 916 点が高萩
市指定文化財となる。これらのうち、歴
史資料としての価値がより高い693点が
選択され，2017 年 1月に茨城県指定文化
財「長久保赤水関係資料」となった。本
研究の 3年間において、高萩市教育委員
会生涯学習課、ならびに長久保赤水顕彰
会の方々の尽力を得て、これら新出史料
の整理、写真撮影、目録作成をほぼ完了
することができた。近世文書は千葉真由
美の指導のもと茨城大学教育学部日本
史研究室の院生・学部生が整理を行い、
また新出の地図などの原本調査、撮影は
地理学教室の大学院生であった石井智
子、永山未沙希、岩間絹世が主に担当し
た。   

新出史料の整理と同時に、科研メンバ
ーの野積正吉、渡辺理絵、尾﨑久美子は
主に漢籍に記載された赤水自筆の朱筆
の解読を行った。増子和男はご子孫宅に
残された漢籍の種類を整理し、これらの
考察を行う。上杉和央と島本多敬は神戸
市立博物館などで赤水図の原本調査と
撮影を行っている。小野寺淳と石井智子、
岩間絹世、永山未沙希は長崎県立図書館、
太田市立高山彦九郎記念館において文
献ならびに情報収集、さらに科研メンバ
ーは岡山県立博物館で古川古松軒作製
地図の原本調査と写真撮影、愛媛大学附
属図書館、国立公文書館、国立国会図書

館、名古屋大学附属図書館等、明治大学
図書館蘆田文庫において赤水の日本図、
中国図、世界図の原本調査と撮影を実施
した。以上の史料整理と調査の結果、歴
史地理学会、日本地理学会、人文地理学
会ならびに古地図研究者が会員の国絵
図研究会で学会発表を行い、さらに茨城
県内で講演を行って研究成果の還元に
努めた。 

   具体的な研究は、今後さらに深めてい
く予定であるが、以下、調査期間中で得
た主な研究成果を記す。 
① 日本図に関する知見 

   赤水生存中に刊行された「改正日本輿
地路程全図」は安永 8年板と寛政 3年板
である．寛政版には航路の表現が追加さ
れており，航路の有無が安永板と寛政板
の大きな違いである。今回の調査で原本
調査を実施した安永8年板24鋪と寛政3
年板 17 鋪について，永山未沙希はそれ
ぞれ表現の差異を具体的に比較検討し，
異板の数を確定した上で，安永板と寛政
板の異板の刊行順序について推定した。
この結果，埋木による修正か，板の変更
かは判然としないが，少なくとも安永板
が 12 グループ，寛政板が 3 グループあ
ることが明らかになった。さらに本研究
で対象とした916点の赤水関係史料の中
から，少なくとも 20 点の手書き図，書
簡などが改正日本輿地路程全図の表現
との近似性がみられ，これら 20 点は赤
水の改正日本輿地路程全図作製過程に
何らかの影響を与えた可能性があるこ
とも明らかになった．改正日本輿地路程
全図刊行後も，赤水は古川古松軒や川村
寿庵らから新たな情報を入手すると変
更を加え続けたことが実証できた． 
② 中国図に関する知見 
「唐土歴代州郡沿革地図」の手書図が

本史料群に含まれる。研究上，細部にお
いては不分明な点があるものの，海野一
隆（1962，1968，2005）、周振鶴・鶴間
和幸（1993）の先行研究で示されたよう
に、赤水が多くの漢籍を参照して中国図
を作製した事実は明白である。実際、子
孫宅旧蔵から古書店を経由して 12 種の
漢籍が見出され、このうち『春秋左傳』
『大学』『書経』（巻之二、三、五、六）
『詩経』（巻之四、五）『周易』『天経惑
問』『漢書評林』『世話新語補』『両国譯
通』9 種には、赤水自筆の朱筆文字が書
き加えられている。漢籍に記された赤水
の書き込みについて，赤水が作製した
「大清廣輿図」および「唐土歴代州郡沿
革地図」の中国図との関係の検討を始め
たところである。 

「大清廣輿図」は，省ごとに板木を作
製しており，省内でも板木を分けている
ため，全体で 23 の板木を使用していた
ことが判明した。また，省ごとに紙継ぎ



をするため，料紙裏に「東北淅福建界」
といった目印を板木で刷っており，これ
は 16 箇所見られた。 
③  世界図に関する知見 

「地球萬国山海輿地全図説」は，天明
5（1785）年作製説と寛政 7（1795）年こ
ろとの説がある．いずれにしても当初は
無刊記で発行され，板元の記載も無く，
現在この初版の無刊記版は神戸市立博
物館，国立歴史民俗博物館，長久保和良
家（子孫の一家）本の 3鋪が確認されて
いる．本図は，マテオ・リッチの「坤輿
萬国全図」そして原目貞清の享保5年「輿
地図」の系統とされ，赤水のオリジナル
ではあるものの，参照した世界図が古典
的とされてきた。これに対して、金田章
裕と上杉和央は、むしろ板元の浅野弥兵
衛から持ちかけられて出版したのでは
ないかと指摘している（金田・上杉，
2012）。また青山宏夫（2013）は、赤水
の世界図が刊行され続けた理由として、
水戸徳川家儒学者であった長久保赤水
が正統的な知の継承者と評価されてい
たことによるとの見解を示している。 
今回の調査では、原目貞清「輿地図」

の朱書きと長久保和良家所蔵「地球萬国
山海輿地全図説」の比較を行った。この
結果、「輿地図」では「不耕地」「河套」
の間に「朔方」と朱書きするが，和良本
では「不耕地」「河套」「朔方」の順にな
り、北極圏の島は 5 から 4，地中海の島
が 3から 2に減少するなど、赤水は「輿
地図」の中から取捨選択を行い、自ら地
名などを新たに加えていたことが明ら
かになった。 
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